













































































































f POe-i/ dt + f p(z)e-it dt = 1 iR Po + ~ po  山 udt=TD +D(Z)
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q(z)く去1+ for al z > 0 
であるから，自国は外国に対して，まず，財 2に比較優位をもつことが分か
る。
また， W， w*を，それぞれ，財 2で測った自国の賃金率，および外国の
賃金率とする。そしてんを
q (z c) =会
なる関係を充たす財 1の品質水準と定義しよう。このとき，自国は外国に対













l-R. . R 
ーす一ρ。+7ρ(z)= 


















for z ~玉 Zc
によって記述されよう。したがって，財 2に関する競争均衡条件を用いると，
財 1の競争均衡条件は
iz2 h l-R. 
一一一九2R . R R ru 
(1)ρ(z) = 
iz2 . h* 1 -R . 
一一一一一2sR . sR R ru for z ~玉 Zc
forz ミ~ Zc 
と変形できる。ここで，s=c*/w* は外国の財 2の単位コストの逆数であり，
































U(α) = y + (αz)x 
と特定化しよう。ここで，x， yは，それぞれ財 1および財 2の消費量， αは
消費者の品質評価，また，Z は消費者が購入しようとする財 1の(期待)品
質である。さらに単純化のため，総人口は割引率 iに等しい率で増加し，ま




























aeZe -P(ze) = ae(sze) -P(Sze) 
これと(1)式より若干の計算を経ればとL、ぅ関係が成立しており，
R 
Ze = -:zae = 
を得る。
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Z 1 > Ze ， SZe > Zm > sz 0 







(2) Z(α) = { sRa /i 
¥ Zm 
によって記述される。しかし，
fora E[ae， a 1 ] 
fora E[iん/sR， ae) 




r i / kR for Z E [Ze， Z 1 ] 
g(Z) = { i / ksR for Z E (Zm， SZe) 





















- ， iz(α)一 一





-L(Z(α) - z) 2 ~ P(Z)ー ρ = ~(i~2 + h一川2R''''U " -= 1"") - 1'0 - R ¥  T U - 1'0) 
と書き改められる。したがって.Yh (> 0 )およびぬを
，.，2 ・':;2 





・2 ・ー2(4 ) ニム=.~ + h * -Sp o. Xu = Z - YU 2 2 




































f 中 1-R 
x(z) = J g(z)iei(T-tl dt = ~ R.n g(z) 
となる。かくして，信用未確立財の需給均衡条件は
12 























z = 1 z包'Rdz + J z包'Rdz 
「千た ?た i(z'" - sZo) l =;. 11 ::'dz+ 1一一 dz+ Zm'~ り | R LJ kR ~- ， J ksR ~- '-m ksR J 
によって信用未確立財の平均品質が確定する。なお，記は



































forz ~ Zc 
iz2 I h* l-Rι* 
一一一一九2 sR I sR R l'U forz豆Zc
for a E [ae， a 1 ] 
fora E [たご /sR，αe) 

















forz*ε[ze， Z 1 ] 
forz*ε (z!， SZe) 
forz* = z! 
i/kR 
i/ksR 
i (z! -sz 0) / ksR 
g(z*) = 
牛=牛+h -p!， xt 五*+ rt
1・ (r~) 2 i(が)2 11_o，J" _'-* __*一













1「7白* ，.，z.， ~r た* * i (z! -sz 0 ) l = : I I ••'"'~ dz* + I :'"~ dz* + z::.~ リ|
R LJ kR"'- 'J ksR"'- ksR J 

















j川 間g聞が L*十 jバX聞が L*
信用確立財の供給額 信用未確立財の供給額
によって与えられよう。ここで X(z*)= ( 1 -R)g(z*)1 Rである。
他方，自国は外国から [zm.xu)上の品質をもっ財 lを輸入する。したが
って，自国の輸入総額は
jρ(z)政)ゐL+ J Po X(z)ゐL
信用確立財の輸入額 信用未確立財の輸入額
である。ここで.X(z) = ( 1 -R)g(z)1 R と定義されており，またLは現時
点における自国の労働賦存量を表わす。かくして，自国の貿易収支パランス
式は







































となり，この式は. (1 )(7)式および s=c*/w*を用いると，さらに
rXr/ iz2 . h*¥ " . ，iz:. . h*¥ / ，l 
(同 L*= lJ ¥安否+;* )g(z) + (言宗+'~* )g(Zm) JL 
















三+fぞe-itれ fPo e→t dt and 
(zt??h*?* 






















A dxh=n hsR a -Uf d+xfl/l ds l s U 一 一 一 一一一一1__-.， dZm dZm .γu 2)  ¥ s dzm) I V 
さて， (5)， (6)式を Zmで微分し，
!:l dxu n ksR dz I (_  Z~ + X，;¥ I 1 ds ¥ I 










!:l= S(Xhーら)= s(η+九)> 0 
V = Zm -SZo > 0 







































































dz f1 dS¥ = -!:l( 1 -R) ksR瓦-!:lsPo (τzd(・. (5)式)
しかし， (14)， (15)式を考慮すれば
~ n ksR dz .: r -= _ z~ + X，; l I 1 ds ¥ 上式左辺=!:liRーァ一一 -i:lIIzx一一一一一I(一一一i
2m 
. L"'"'u 2 J ¥ s dzmJ 
を得る。
であるから，上式はさらに
ksR dz _ r二日 Z~ + X，; sp 0 l (1 dsし-
dZm 
-L白州 2 J ¥ s dZm J 
I V 
ところで









2 ' 2 
である。
技術的貿易障壁
B匂)= (与+h*)/kSR > 0 
で定義すると，結局
(1時五三=一 -B(zm) (一一)/ 1 ds ¥ 










dィ!;h .，. / 1 ds ¥ 
(1カ d--:~n = c (..!. ~ 1 + ( 1 -R) v 
aZm ¥ S azm/ 
d dx" T'>I 1 ds ¥ 
(1時一 --:~U = D(ーマー1+ ( 1 -R)v 
s aZm ¥s azm/ 
を得る。ここで，新しい記号は
おR I (.  2 Z~ + x;¥ 
C = RB(匂)， . 't+ \x~ ー乙す~] > 0 
ksR . / z': + x，;¥ 





d五* ~，， /1 ds¥ 
(1のす一 =-B(zm) (ー τーl




ヂ I1 ds ¥ 
A午ι=C Iーでー|
aZm ¥ S azm' 
!::. dx: _ n (1 ds ¥ 
s dZm ~ ¥ s dzmJ 
とL、う諸関係が成立しよう。すなわち， 自国のスタンダード強化は，要素交
易条件の変動を通じて 外国にも影響を及ぼす。




i(L +L*) r T>I ¥ S r. r T>I ¥ • ¥ l = O\~ c~ i I l B(zm) i D-J B(z)dz -Zm B(zm) J 





1 ds /" d"Z '-d"Z* '- " dxt.;" dx: 






自国にとって， 間接的な輸出促進措置なのである。しかし，dXj / dZm (j= h， 
u)の符号は確定しない。但し，dXj / dZm > dx.ア/dZmげ=h， U)である。
次に，自国スタンダード強化が各国の信用未確立財価格に及ぼす効果を検










ニι一一一一(均一 Z)> 0 ksR d. 
である。したがって
dpo "-4ρ* 一一>一一色>0 dZm ~ dZm 
とL、う結果が確立される。 まTこ， この結果により
dP(z)ー 1-R dp 0 ./ dp* (z)ー 1-R dp! 
一一一一一一一一一一一く一一一一一一一一一~く OdZm R dzm . dZm R dZm 
for Z E (xu， Z 1 ] 






































lXh _ _ lXu lZm 
ah =一，au で a"， 一sR' ""m - sR 







dW TI¥ ah + au dz 1 r am - ao)2l (2) 一一=(1 -R)一一一一一一 +1一 | 




















dW* dw*" ， . ~， ah ↓ a" dz* " r ~， .1.' " • / 1 ds ¥ (2功 一 一=一一+(1 -R) ~一一丘一一 +/ß(z*(α)) da(~ ;v 1 dZm dzm " 
• 
2 dzm ' J 
~ ，- '~II ~~ 









































な品質 Zl の財 1の供給者は，信用というシグナルを形成するために負担し
ていた投資費用をいまや節約できることになる。かくして，新しい均衡では
ρn (Z 1 )千 +h
という競争均衡条件が成立するであろう。ここで， Pn(Z 1 )は，新均衡にお
ける品質 Zl の財 lの(財 2で測った)市場価格であり，また上式右辺はそ
の単位時間当り平均費用を意味する(第一項は資本費用，第二項は経常費用
と考えればよ L、。)また， Pn (Z 1 )くP(Z 1 )を示すことができる。ここで
P(Zl)は初期均衡における品質 Zl の信用確立財価格である。すなわち，
スタンダード導入の結果として，信用プレシアムが節約された分，自国消費





た，新しい均衡における変数 Uの値は v+ dvで表わされる。










す(z(α)>ね)0 (1)式より dp(z(α))=一(1 -R) dpo I R である。したがって，
新均衡において
az 1 - Pn (z 1 )孟 az(α)一 [P(z(α))+ dP(z(α) ) ] 
もしくは，これを変形した
P(Zl) + dp川 一九(z1 )三方[z1 - z(a) 
を充たす消費者は，スタンダード導入により格付けを得た品質 Zl の財 1を
購入するようになるであろう。ここで，新たに記号 b(> 0) および dbを
ib 2 ， i(b + db) 2 
一一 =ρ(z1 )一九(z1 ) ， _" ，:..-v_-=-~ 以 (z 1 ) + dp (z 1 ) ] -ρn (z1 ) 2 R l' ，-I I l'n ，-I I ， 2 R 
によってそれぞれ定義しよう。なお，dbは










1.2 X; + (sz 0)2l (dS¥ 
(お)Adhz-R7dz+LXu一 2
V-U I J \~V) 
一[(z 1 - z) + ( 1 -R)九]s (b + db) 






J ¥ ~v ) 
技術的貿易障壁 25 
一 [(Zl - z)一 (1-R)η] s(b + db) 
とし、う近似的諸関係が導かれうる。しかし， (3)， (4)式より，前節と同様にし
て




制 dz~ -B(szo) (~~") -.'-:7"> -， s(b + db) 
u' ¥ s} ksR 
を得る。また，例式を(2時， (26)式へ代入すれば
ras¥ 0時 ddXh ~ C ラ)-( 1-R) (Zl - xu)s(b + db) 
d . ' Ids¥ O時三 dxu三 D (~_") -(1 -R) (Zl - xh)s(b + db) s ， S / 
である。ここで，新しい記号の定義は，それぞれ
ksR ， i2 X; + (sz 0)2l 
C = RB(szo) "t' + lx: -2 リ I> 0 





dbさ - im (Xh dz -rh dXh) 
と近似できょう。したがって，これに附，例式を代入して整理し，また記号
を
G = im [Xh B (sz 0) +ηケ]> 0 
26 
一 r~ i(~_L-Z) (1  D¥(_ ~ ¥!l!l '-{¥ (16) I XhO¥-! _ n -1  - ( 1 -R) (z 1 ーら)~I > 0 
L~n ksR ~'I ，-I "UI  sJ 
でそれぞれ定義すれば




i(z 1一五) sG lldS¥(z 1一五) sb 
(27') dz ~ -[B(sZo) + 一一~I(~") 一 一一一
U/'  ksR 1 -H〓sJ ksR 1 -H 
(28') sdXh ~ C" [ . _")一 (l-R)(Zl-x )-i立-/ds¥ ¥ s  ，~ ....J ，. I .....UJ 1 -H 
(29' )生dxu主 D"(~) -( 1 -R) (z 1 - Xh)一三ι-/ds¥  - ~ ¥ s J ~nl 1 -H 
なお
C"=c一(1 -R) (z 1 -XU)一一一 D"=D一(l-R)(Zl-xh)」三一
sG 





b + db 1 (' = rro"， d ニ b
ISー印刷 ・ l-H 




































i(L+L*) r r r-.f ..¥ .Ll 7B(xu)一也::'lszoB(szo)+ /B(z)ゐ|
s C"'1て L .J 
とL、う近似的関係を導く。
E'=!(LD" + L*D ) 
c*R 
F'=iι( 1 -R) (z 1 - Xh) 7 B(ゐ)JL>OS 
~n' Ll ~ '~U' 1 -H 
E >0を必要としよう。したがって，である。前節と同様にして，安定性は
これまでの諸結果を用いれば，
ds >0， dzく dz*く 0，dxt > 0， dx: > 0 
が確立されたことになる。また，初期均衡においてXh= xt，η=r;?で‘ある
から， (3)， (9)式より
dpo ~ iXh dz -irh dXh， dp~ ~ iXh dz* -irh dit 
これまで得られた諸結果を代入して整理すると
， dp~ ~ -g(ゐ}一一，ー，
m¥S / 


























dW ~ Uj {以Z1一九(z1) ]ー[的)一州
(+ ) 
+( 1 -R)ヰ勾十fB (z(a))ぬ(ぞ)
(-) (+) 
技術的貿易障壁 29 










a，↓ aU J-:-J.- r T> /_-J.-/_¥¥ .L(dS¥ dW*主 dw*+(l-R)-71ゐ*+ I B 俳句))ぬ \~Ù) 







































r w + az(α)ー ρ(z(α)) 
U(α)={ w+az-ρ。
fora E(ah， alJ， [am， au) 
foraε[au，αhJ 
l w + azm-ρ(zm) 
によってそれぞれ記述される。また，
fora E[α0， am) 
初期均衡においては
az(α) ー ρ (z ω))=~ az-po 
l aZm -P(zm) 
fora = ah， au 
fora = am 
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が成立している。 したがって，財 2で測った自国賃金率 ω は一定であるこ
とに注意すると， W を Zmで微分した結果は
E-7iニ主也生ム 7in乏一色池
dZm J R dZm k ' J ¥.， dZm dZm J k 
+ f [(記組+竺)(上企)+ とE色]坐
2 sR ' sR J ¥ s dzmJ' R dZm J k 
となる。
+ f [(α 、 Iiz:' amノ十可哀
ここで， (5)式を利用すると
+ 長)( ! ds¥1 -R dzmJ R 












辺第一項を導出するに当たり，向 -au = 1 -R(¥・(5)式) を用いている。
補論 2 任意規格の諸効果
制，例式の導出
まず，例，例式の導出過程を示そう。 Zl一 (b + db) > Xh + dXhを仮定す
れば，新しい均衡における信用未確立財の需給パランス式は
Xh + dXh (s + ds) (z，. + dz，.) 
f k~ ゐ + f R ~- ， J 
z，・+dz， Xu + dxu 
I一 (b+ db) Xu + dxu 
1 -R r . • l 
=一一一一 .V~ dz + . / . v • ， ~ dz I 
L J kR"''' I J k(s + ds)R "''J 
Xh + dxh (s + ds)zo 






を購入するようになるから 基準に充たない財 1の品質水準は区間[( s+ 
とL、う事実(b + db))上のそれとなる，(Xh + dXh， z 1一ds)z 0， Xu + dxu)， 
この式より
i(Xh + dxh) i (Xu + dxu) _ I 1 n¥  i 1 (b + db)l v V. =(  _ R) I  _ v ，~ ， ~~ I 
kR k(s+ds)R'~ ~"L~ kR J 
を利用している。
また， (5)式を控除すると
idxh idxu _ ixu (ds¥ f 1 m i(b + db) 一一一一一一一一一(~) -(1 -R) 








































































































一 一 (b+ db) 
( 1 -R) (z + dz) -z ( 1 -R) v， ~ kR 
33 
1一(b+ db) Xu十 dxu
1 -R r . iz iz. iz. IdS¥ 1 
云l?L J 夜似十 J 夜似 - J扇仰は)J







i (b+ db) _ 1 -R r 
( 1 -R) dz -z ( 1 -R) 一一τー 1-












よ二si一主(b+ db)一色dxh+五 dxuR L kR'v ， ~VI kR u.Nn ' ksR ~"  
-右xhro):(~S) ] 
のように近似できる。かくして，若干の整理を施せば
1") ksR ~-: x; + (sz 0) 2 I伽( 2一2)SXh dXh -Xu dxu ~ -Rーァ dz--"u I ¥"，c， 
-
(U_" 1 
~ 'S / 





Xu ら・" ;， * ( 2ー 3)L* =ニニ IB(z)dz +ヱー IB(z*)dz* c*R J ~ '-/~- ， c*R J 
Uo Uo 
スタンダード導入後のそれは
X. + dx 
iZ2 I 2 + h* (2 - 4) L* =一一 l c*R J k(s + ds)R 




+iL*f i(Z*)2/ 2 + h* 
c*R j h(s+ds)RM 
(s+ds)zo 
X" + dx 
z会[J B臼)dz-J B(利子)J
(s + ds)zo SZo 




用いている。したがって， (2-4)から (2-3) を差引くと
Xu + dxu (s + ds)zo 
0主義[J B臼)dzー J B句)dz-J B位)ゐ(ぞ)J
+気[J B聞が - J B聞が -J B聞が(ぞ)J










[ w + az(α)ー ρ(z(α) ) 
Uo (α) = ~
l w +az-ρ。
で，また，導入後のそれは
for a E [a 0， au)， (ah， a 1 ] 
fora E [au， ahJ 
技術的貿易障壁 35 
ω+ az 1 - Pn (z 1 ) foraε[ab -dab， a 1 J 
ω+α[z(α) + dz(a) J -[P(Z(α)) + dP(z(α))J 
U1 (α) = ~ 戸…[ao，au +ぬu)，附ぬh，ab一向b)
w + a(z + dz)ー (Po+ dpo) 
fora E [au + dau，αh + dahJ 
によって与えられる。ここで，効用関数の添字0，1はスタンダード導入前後
の均衡を表わし，また
dab = idb / R 
( z(α for a E (ah + dah， ab -dab) 
z(α) + dz(α) ={ 
I ， • .， ~ •• "."  ;ds¥ 
l (s+ds)Ra/i=z(α) + z(α) ¥ ~ ) for a E (a 0， au + dau) 
ρ(z(α)) + dP(z(α) ) 
1 -R 
P(z(α))一一万一dp0 for a E (ah + dah， ab -dab) 
(s! ds) {古[(s+ t)RaJ 2 +安}-云九 +dpo) 
り (z(a))十時妥-安J(ぞ)-云Edpo









+ f {いド仰α4心[μz附 dゐ仰z訂ω(α)汀]一[ω加Dが仰(句zω刷)川+dφp州(
a向h+d必ah
a" + da" 
+ 1 [a(z + dz)ー (ρ。+dpo)] 
au + dau 
al +dau 







fora = ab 
fora = au • ah 




dW=WI-WO~ 円以 1 - Pn (z 1) ]ー [az(a)一内(川)守
ぬ一
-K
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(1) 例えば，Baldwin(970)，Donnenfeld， et. al. (985)，小島・小宮(1972)，Mayer(1982)，
Rodriguez(979)等を参照。
(2) しかし，コンビューターに代表される互換性問題を分析するためには，この枠組は適
していない。むしろ， Katz and Shapiro(985)によって提唱された networkexter-
39 技術的貿易障壁























この結論は， KrugmanC1984a， b)の主張するような規模の経済性に依存するものでは(9 ) 
ないことに注意。
1 -R，_ xhii(Xh -X T't¥ l， l-R一
一一一一一一切 z)= ~I ~ '''n 7_ T't ""U 一(1 -R) 1+一一-zksR Ll '~n /l L kR ~~J J (1ゆ
(¥・ /l=S(Xh- XU)) 
1 -S iXIl • 1 -R -
=均一一一一ーム+一一一=":z>u
n /l ksR' /l (¥・ (5)式)
最近の例で言えば，スキー用品に関するSGマーク問題がほぼこれに該当すると考えら
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α[z ¥ -Z (α)] + [P(z(α)) + dP(z(α) ) ] 
iz(α) r 1..¥' ， r 
=.~R'[Z\ -z(a)]+t[p(z(α)) + dP(z(α) ) ]ー[P(z¥) + dpωJ} 
(¥・ a=iz(α)jR fora ~ ah) 
+ dP(z ¥)]一 -L[Zl-z(α) ] 2 
2R 
+ dP(z ¥)] + [P(z ¥ ) 
(¥・(¥)式)= [P(z ¥) 
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(\・~= s(ぬ-XU)， rh = Xh -z) 








7 禁じられている。ガット第 1. 3条およびスタンダード・コード 2ー し 5 -1. 
-2を参照。
スタンダード・コード受諾以前の JISがこれに該当しよう。(18) 
